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血管造影 IVR従事者の水晶体位置における 

空間散乱線量測定評価に関する基礎的検討 
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【目的】 

ICRP勧告にて、水晶体等価線量限度が5年平均で年間20 mSvに大きく引き下げられたため、放射線医療従

事者の水晶体の被ばく評価の重要性が増している。またIVRを行う放射線診療従事者と患者の白内障などの放

射線障害の発生が問題とされている。これまでのIVR従事者の水晶体位置における空間散乱線量測定は、水晶

体位置を想定した高さ150 cmの位置のみで評価されていた。そこで本研究ではIVR従事者の身長を考慮し、さ

らに140 cm、160 cmの高さでも詳細に測定し比較した。 

 

【方法・結果・考察】 

循環器IVR用X線装置は、Infinix Celeve-I 8000を使用した。人体ファントムはPBU-50（京都科学）を用いて実

験した。空間散乱線量測定は電離箱式サーベイメータ（MODEL ICS-323C、日立アロカメディカル）を使用した。

Ｘ線照射条件はAUTOモードのパルス透視(7.5 pulses/s)、FPD照射野サイズは6インチとした。測定点は患者の

胸部中心から患者右側に50 cm離れた点を基準点とすると、基準点から患者頭側へ50 cmの点を看護師N、基準

点から患者足側へ50 cmの点を術者D、看護師Nから患者に対して対称の点を逆側看護師N’とし、計3点で行っ

た。1分間の透視を行い、各点で照射30秒後に5回読み取った。これを3度繰り返し、計15回分の平均値を求め

た。測定高さは従事者の水晶体高さ付近を想定し、床上から150 cmの高さとした。さらに加えて140 cmと160 cm

の高さにおいても空間散乱線量測定を行い比較した。ファントム入射表面線量は、空間散乱線量と同時にSkin 

Dose Monitorを用いて測定した。 

測定高さ140 cmの位置での空間散乱線量は、他に比べて高値を示す傾向が明らかになった。測定点高さ

140 cmでは160 cmに比べ空間散乱線量率は看護師では1.3倍、逆側看護師では1.3倍、術者では1.1倍という結

果であった。また測定点の位置に関しては逆側看護師位置で最も高く、看護師、術者の順に低くなった。さらに

どのスタッフ位置においてもファントム入射表面線量はほぼ同等の値を示した。 

測定点の高さが低いほど、すなわち水晶体高さが低いほど水晶体とファントムの距離が近くなり、空間散乱線

による水晶体被ばくが大きくなることがわかった。そのため身長の低い術者、特に女性や看護師は水晶体被ばく

に留意する必要がある。また本研究では患者からの距離は等しいにも関わらず逆側看護師位置では看護師位

置に比べて空間散乱線量率が高かった。逆側看護師位置は心臓からの距離が近く、ファントムによって吸収さ

れる散乱線量が少なかったためだと考えられる。さらに術者位置ではファントムの腹部によって吸収される散乱

線量が多いため、2か所の看護師の位置に比べ空間散乱線量が少なかったと考えられる。 

 

【おわりに】 

本研究では水晶体高さが低いほど空間散乱線量率が高いということがわかった。さらに術者に比べて看護師

を想定した水晶体位置における空間散乱線量率が高く、水晶体被ばくに十分留意する必要がある。 
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